
                                     白鷗大学愛好会 nudge！ 中村真望 

ペットボトル分別廃棄促進プロジェクト第二章
：分別からリサイクルへ

参考文献：『プラスチックの現状と未来へのアイディア』（高田秀重，2019）
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白鷗大学愛好会「nudge!」は栃木ゴールデンブレーブスと連携して地域活性化に取り組むな
か、ペットボトルの分別廃棄促進プロジェクトを進めてきました。「海洋プラスチックごみ」
などのプラスチック問題が深刻化する事態を踏まえ、ペットボトルをリサイクルし、プラスチ
ックごみを削減させることで環境改善を図る狙いがこのプロジェクトには込められています。

【活動内容】
ペットボトルの「本体・ラベル・キャップ」

の完全分別を達成するために、1)ゴミ箱の形態
を工夫し、さらに、2)ナッジ・メッセージ（写
真、文章など）を添えました。それぞれのケー
スで分別率を集計し、分別率100%を達成する
理想の形を模索しました。

【集計結果】
透明ゴミ箱がすべて8割を超えているのに対し、

不透明ゴミ箱は軒並み20%前後にとどまりまし
た。透明ゴミ箱を活用するべきことは明らかで
す。メッセージについては、その種類による明確
な違いを見出せませんでした。透明であるという
ゴミ箱の形態こそが分別率を左右したようです。
ともあれ、分別率100％を達成し、継続するこ

とこそが本プロジェクトのゴールとなります。そ
のためにも、実際にリサイクルした商品（Tシャツ
など）を販売し、環境配慮行動をした消費者が、
その成果を具体的に実感できるように工夫するべ

きではないでしょうか？
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